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レビュー

スマートハウス教材の改良

静岡市立清水第八中学校 遠藤直弥・静岡大学 室伏春樹
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1 はじめに

中学校技術・家庭科 技術分野（以下，技術科）では，
生活や社会の中から問題を見出して課題を設定し，解決
策を構想し解決する学習が求められている[1]。こうし
た問題解決能力を育成する手段のひとつとしてプログラ
ミング教育が注目されている。技術科では，「D情報の
技術」でのプログラミング指導をより一層充実させてい
くことが必要である。
そこで，著者らは，住環境を情報化し，便利で快適な
家を創造するスマートハウスのプログラミングができる
教材を開発し[2]，授業実践を通してその効果を検証し
た[3]。
その結果，「D情報の技術」を対象とした問題解決学
習に適用できることが示唆された一方で，制御できる家
電製品や，プログラミングの難易度に関して，改善が必
要であることが課題として挙げられた。
本稿では，これらの問題点について改良したスマート
ハウス教材を紹介する。

2 スマートハウス教材の改良点

2.1 スマートハウス教材の概要
スマートハウス教材は，webページ上に配置した仮
想の家電製品や住宅設備を BLE接続した micro:bitで制
御することができる。プログラミングは，オープンソー
スの学習用プラットフォームである MakeCodeを利用
して制作することができ，スマートハウス教材用のカス
タムブロックを追加している。システムの詳細について
は，参考文献[2]を参照いただきたい。

2.2 多値制御する家電製品の変更
改良したスマートハウス教材の webページを Fig. 1

に示す。前版では，多値制御ができる家電製品としてロ
ボット掃除機の移動（前進・後進・左右方向への回転
等）を対象としていたが，一般的に市販されているロボ

ット掃除機には操縦指示を出すものはなく，自動的に経
路を計算して動作する。授業実践を通して，その点に疑
問を持つ生徒も多く，実生活と照らし合わせる際に課題
になることが分かった。
そこで，多値制御ができる家電製品を，ペットカメラ
に変更した（Fig. 1 右下）。ペットカメラは，留守中に
もペットの様子を確認するために遠隔操作ができるよう
に設計されている。このことから，実生活にも即してい
るとともに，防犯カメラの役割としても検討できるな
ど，生徒の制作活動に活かせると考えられる。ペットカ
メラは，オン・オフとともに（Fig. 1 右下の A），カメ
ラの向きを多値制御することができる（Fig. 1 右下の
B）。

Fig. 1 改良したスマートハウス（webページ）

2.3 状態把握用ブロック（MakeCode）の追加
前版での授業実践において，プログラミングの難易度
が高いと考える生徒が多い結果となり，その原因として
変数（フラグ）の利用の困難が考えられた。家電製品・
住宅設備の状態を示す変数（フラグ）の利用は，重複処
理を防ぐために必要であるが，生徒のつまずきの原因と
なっていた。そこで，家電製品・住宅設備の状態を把握
することができるブロックを Fig. 2左に示すように追加
した。これにより，生徒が変数を自分で作成する必要が
なくなり，より実感的にプログラミングを行うことがで
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きると考えられる。
ドアの状態把握用ブロックの使用例を Fig. 2右に示
す。このプログラムは，ボタン Aによって，ドアの開
閉を行うことができる。前版ではドアの状態を示す変数
を作成する必要があった。このように，プログラムの流
れが明確となり，生徒のプログラミングへのハードルを
下げながらより機能的な制作活動ができると考えられ
る。

Fig. 2 状態把握用ブロックとプログラムへの使用例

状態把握用ブロックは，web ページ側に家電製品・
住宅設備の状態を要求し，その状態を受け取る仕組みと
なっている。これは，micro:bit側と webページ側で情
報を双方向にやり取りする仕組みであり，「D情報の技
術 (2）ネットワークを利用した双方向性のあるコンテ
ンツのプログラミングによる問題の解決」の指導内容に
より対応したと考えられる。

3 おわりに

本稿では，技術科を対象に開発したスマートハウス教
材の改良点について述べた。前版からの主な改良点は，
制御する家電製品の変更と状態把握用のブロックの追加
である。今後は，改良版での実践を通して，更なる検証
と改良を行っていきたい。

付録
スマートハウス教材の webページ及び MakeCodeの
プログラミング環境を載せる。中学校のみならず，各発
達段階での利用も進めていきたい。
・webページ

https://endotech.github.io/smarthouse.new/

・MakeCode（プログラミング環境）
https://makecode.microbit.org/_4F4UMc5Jvcbw
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